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§１．研究実施体制 

（１）山崎グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：山崎 俊彦（東京大学 大学院情報理工学系研究科 電子情報学専攻、教授） 

② 研究項目 

・計測結果の解析及び心理状態の推定 

・AI によるフィードバック手法の構築 

・安定した推薦アルゴリズムの検討 

 

（２）津村グループ（千葉大学） 

① 主たる共同研究者：津村 徳道（千葉大学 大学院工学研究院、准教授） 

② 研究項目 

・汎用カメラによる非接触生体情報計測技術の開発 

・複数の生体情報と心理状態との対応関係のマッピング 

・学習効果の定量化 

 

（３）土居グループ（長岡技術科学大学） 

① 主たる共同研究者：土居 裕和（長岡技術科学大学 技学研究院、准教授） 

② 研究項目 

・複数の生体情報と心理状態との対応関係のマッピング 

・計測結果の解析及び心理状態の推定 

・学習効果の定量化 

 

（４）福嶋グループ（九州大学） 

① 主たる共同研究者：福嶋 政期（九州大学 大学院システム情報科学研究院、准教授） 

② 研究項目 

・学習効果の定量化 

・学習者の心理状態を考慮したコンテンツの提示方法の検討 

 

 

§２．研究開発成果の概要 

 我々は、学習者の心理状態、それに基づく未来の学習効果予測及び改善提案等の情報をリアルタイムで

提示することにより、効果的・効率的な学習ができる、新たな教育・学習基盤を実現することを目標としている。

探索研究においては、当初の研究計画の内容に加えて発展的な研究にも取り組むことができており、規模や

精度は限定的だが、本格研究に向けて非常に有望な成果が得られた。具体的な成果は以下のとおりである。 
 iOS を用いて、非接触で接触機器と同程度の精度で心拍数、心拍変動、呼吸数を計測可能にしたほか、

表情や瞳孔径の計測など、合計 5 種以上の生体情報計測を実現した。(原著論文情報 1．及び 3．) 
 これまで特殊なカメラや精緻に制御された照明環境が必要だったのに対して、複数の汎用カメラや照明

環境でも計測可能なカメラキャリブレーション技術を実現した。 
 心理状態（やる気・達成感）を知るための Watch-Stop タスクと Stop-Watch タスクを 65 ペア計測した。 
 生体情報から心理状態を予測する機械学習モデルを構築し、精度80%を実現した。(原著論文情報2．) 



 

 

 問題を解いているときの生体情報から、問題の難易度と学習の集中度に強い関係性があることを明らか

にした。 
 英単語記憶時の脳活動を計測し、記憶の定着度合いによって脳波に大きな違いがあることを明らかにし

た。 
 立体音響による学習が、記憶学習に効果が高いことを明らかにした。 

 人の柔軟性や感受性を、72%の精度で評価できる深層学習アルゴリズムを実現した。 
 プレゼンテーションなどのコミュニケーションスキルを評価したりフィードバックしたりする深層学習システ

ムを実現した。 
 推薦 AI におけるエコーチャンバー問題を解決する推薦システムについて、自己教師あり学習で教師あ

り学習と同等の精度が達成できた。 
 なるほどボタンという、授業への没入や授業の振り返りを支援する仕組みを開発し、複数の組織で実証

実験を実施した結果、積極性・一体感の改善が見られた。 
 評価委員のアドバイスに基づき、教育工学が専門の東京大学・山内教授との連携を開始した。 

 

【代表的な原著論文情報】 

※ 研究開始から 1 年半しか経っておらず、多くの有望な研究成果は投稿・査読にかかる時間の関係上、成

果としてはでているもののまだ採択・出版に至っていないものも多い。ただし、国際会議に採択されたり

国内研究会で受賞したりするなど、着実な成果が出ていることを申し添える。 
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